【実践論文】大学における病児保育 ―男女共同参画の視点から― by 遠藤 雅子 et al.










































































































































 2008 年 9 月にとりまとめられた２年間の採択機関の
取組を提示するに際して、当時の状況について簡略に述
べる。 
 本事業に先立ち、2005 年 12 月に閣議決定された「男
女共同参画基本計画（第２次）」において、科学技術分野
における男女共同参画の推進が盛り込まれた。第２次の
重点事項は、以下の 10 項目である。①2020 年までに指
導的地位に女性が占める割合を 30％程度に引き上げる。
ジェンダーエンパワーメント指数（GEM）［注５］が 2005































分野 教授 准教授 講師 助教 助手 
人文科学 18.9 30.9 44.0 37.2 68.7 
社会科学 9.9 23.8 31.3 27.9 58.7 
理学 3.9 8.7 18.8 12.4 45.9 
工学 2.1 5.8 9.9 8.5 15.0 
農学 1.9 6.9 13.2 12.9 51.1 
医学・歯学 8.7 11.1 14.9 25.6 35.1 
薬学 8.4 15.2 25.8 31.8 59.7 
他の保健 39.7 54.5 66.1 75.1 80.3 
家政 30.0 50.2 68.5 66.1 88.0 
教育 13.9 23.8 34.2 23.5 49.6 






























































































































































































































































































公社）全国保育サービス協会 機関Ｐ 両立支援担当部署 
１回あたり 2,200 円割引。 
（多胎児 2人：9,000 円、多



























利用した日は、国の制度で 2,200 円、機関の制度で 6,000
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